
+ 

大
金
を
使
い
な
が
ら
領
収
書
の 

要
ら
な
い
経
常
経
費
が
ほ
と
ん 

ど
を
占
め
る
の
は
ど
う
い
う
こ 

っ
ち
ゃ
。 

 

テ
レ
ビ
で
も
公
開
し
た
よ
う

に
、
河
村
た
か
し
資
金
管
理
団

体
は
名
古
屋
と
国
会
合
計
で
年
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            様 
この新聞は河村たかし後援会ハトの会の皆様が心を込めて手配
りでお届けしたものです。何とぞ何とぞお読み下さいませ。 

 
 

                                     がお届け 
私                                しました。
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手
配
り
切
手 

一
面
・
表
は
真
面
目
な
話
、
精
一
杯
書
き
ま
し
た
。

二
面
・
裏
は
楽
し
い
行
事
を
い
っ
ぱ
い
書
き
ま
し
た
。 

手
配
り
ハ
ト
の
会
会
員
、
東
区
四
二
〇
名
、
西
区
四
四
一
名
、
中
区
三
二
九
名
、
北
区
四
三
二

名
に
な
り
ま
し
た
。 

今
後
も
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
参
加
、
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

河
村
た
か
し
へ
の
お
手
紙
は
…
〒1

0
0

―8
9
8
1
 
 

衆
議
院
第
一
議
員
会
館5

3
7

号
ま
で 

e
-
m
ail 
g0
1
4
0
3
@
sh
u
giin
.go
.jp 

１
・
家
賃
月
額
７
万
５
千
円
。

国
会
へ
満
員
地
下
鉄
通
勤
８
駅
。

 

い
よ
い
よ
河
村
た
か
し
も
１

月
２８
日
青
山
議
員
宿
舎
（
４５
㎡

家
賃
１
万
３
千
円
）
を
出
て
日

本
国
民
皆
様
と
同
じ
暮
ら
し
。

築
３０
年
２
Ｋ
マ
ン
シ
ョ
ン
（
２５

㎡
）
に
引
っ
越
し
ま
す
。
一
人

な
ら
こ
れ
で
充
分
。
東
京
の
住

宅
問
題
も
身
に
し
み
て
よ
く
分

か
る
。 

す
。
も
し
国
会
議
員
が
「
格
差

社
会
の
是
正
」
と
言
い
な
が
ら
、

「
格
差
社
会
の
殿
堂
、
１.６
億
シ

ョ
ン
へ
民
間
の
十
分
の
一
の
家

賃
で
入
れ
る
新
赤
坂
議
員
宿

舎
」
へ
自
ら
入
っ
た
ら
、
大
ウ

ソ
つ
き
と
言
っ
て
下
さ
い
。
社

会
を
修
理
す
る
リ
フ
ォ
ー
ム
詐

欺
だ
。 

河
村
た
か
し
は
議
員
年
金
廃

止
と
同
じ
く
議
員
宿
舎
問
題
も

本
当
に
議
員
に
嫌
わ
れ
、
身
を

切
る
こ
と
は
つ
ら
く
泣
け
て
き

ま
す
け
ど
パ
ブ
リ
ッ
ク
サ
ー
バ

ン
ト
（
公
僕
）
の
政
治
を
貫
き

ま
す
。 

２
・
国
会
事
務
所
経
費
問
題
。

 

政
治
資
金
規
正
法
に
は
抜
け

穴
が
あ
っ
た
。
経
常
経
費
は
５

万
円
以
上
の
支
出
で
も
領
収
書

不
要
。
こ
の
抜
け
穴
を
使
っ
て
、

支
払
い
先
を
隠
す
こ
と
が
で
き

る
。
そ
れ
が
明
ら
か
に
な
っ
た

の
が
国
会
事
務
所
経
費
問
題
。

↓佐藤ゆうこさん紹介ハガキ。ウラ面をご覧下さい。

↓

郵 便 は が き 

佐藤ゆうこ係 

き り と り 線 

20 

7455 

 

こ
の
新
聞
は
毎
号
本
当
に
河
村
た
か
し
本
人
が
書
い
て
い
ま
す
。
裏
面
・
ワ
ー
プ
ロ
は
秘
書
大
田
、
編
集
河
村
た
か
し
。
印
刷
は
事
務
所
の

リ
ソ
グ
ラ
フ
（
簡
易
印
刷
機
）
に
よ
る
手
づ
く
り
で
す
。 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

htt p://takashi-kaw
am

ura.com
/

読売新聞 2007年 1月 26日 

 

たかし

佐藤ゆうこ
さん 

のりたけ勅仁
さん 

長谷川守男
会長

２００７年１月１８日 引越し前新居にて

写真提供・小谷洋之（ジャーナリスト）

 

万
が
一
、
ア
メ
リ
カ
が
本
気

に
な
っ
て
北
朝
鮮
に
例
え
ば
Ｉ

Ａ
Ｅ
Ａ
（
国
際
原
子
力
機
関
）

の
査
察
を
受
け
さ
せ
る
な
ど
、

話
を
つ
け
た
場
合
。
安
倍
総
理

は
「
ラ
チ
（
拉
致
）
問
題
解
決

せ
ん
か
ぎ
り
、
核
で
何
か
あ
っ

て
も
北
朝
鮮
と
の
国
交
正
常
化

は
ナ
シ
」
、
と
言
っ
て
い
る
の

で
、
日
本
は
何
も
や
ら
ん
と
言

い
切
れ
る
の
か
。
安
倍
政
権
が

追
い
込
ま
れ
る
可
能
性
あ
る
。

 

し
か
し
、
実
際
は
イ
ラ
ク
・

イ
ラ
ン
で
い
く
ら
う
ま
い
こ
と

い
か
ん
か
ら
と
言
っ
て
も
、
ア

メ
リ
カ
が
得
点
か
せ
ぎ
で
北
朝

鮮
と
本
気
に
な
っ
て
話
を
つ
け

る
、
と
は
思
え
ん
で
す
が
。 

４
４
１
８
万
円
の
支
出
が
あ

る
。
３
３
４
１
万
円
は
皆
さ
ん

か
ら
参
加
費
を
頂
く
バ
ス
旅
行

や
新
聞
印
刷
費
な
ど
の
政
治
活

動
費
で
領
収
書
添
付
。
一
方
、

領
収
書
不
要
の
経
常
経
費
は
わ

ず
か
２４
％
の
１
０
７
６
万
円
。

人
件
費
を
除
く
と
４
３
５
万

円
。
秘
書
も
少
人
数
、
慎
ま
し

い
事
務
所
経
費
で
、
カ
ネ
の
か

か
ら
ん
よ
う
工
夫
し
て
い
る
正

し
い
姿
。 

 

河
村
た
か
し
と
ど
え
ら
い
ち

が
い
の
経
常
経
費
。
民
間
な
ら

全
て
領
収
書
添
付
。
政
治
資
金

の
抜
け
穴
悪
用
す
る
な
。 

３
・
北
朝
鮮
六
ヶ
国
協
議
と
安

倍
総
理
。 

 

礼
金
敷
金
前
家
賃

５０

万
円

（
議
員
宿
舎
は
な
し
）
、
引
越
し

代
数
万
円
（
議
員
宿
舎
は
２４
万

円
ま
で
国
会
持
ち
で
税
金
で
無

料
）
ち
ゃ
ん
と
自
分
で
払
い
ま

しか殿
しか殿しか殿

しか殿

たかし闘う!! 

（資金管理団体のみについての金額。政

治資金規正法における経常経費とは人件

費、光熱水費、備品・消耗品費、事務所

費のこと。収支報告書提出時に領収書写

し添付不要。）

河村たかし資金管理団体 

（2005 年収支報告） 

経常経費合計 

（領収書不要） 

１０７６ 

（２４％） 

人件費 ４５４  

光熱水費 ２７  

備品・ 

消耗品費 

１６２  

内

訳

事務所費（事

務所家賃、事

務所経費） 

４３５  

政治活動費 

（領収書必要）

３３４１  

総合計 ４４１８ 

（単位：万円、千円単位四捨五入により 
合計が合わないところがある） 

(経常経費率２４％) 

(政治活動費率７６％) 

比
較


